
　
い
わ
せ
和
子
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　
1
　
小
中
一
貫
「
町
田
っ
子
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
」
等
に
「
弁
当
の
日
」

に
よ
る
食
育
実
践
を
。

　
学
校
教
育
部
長
　
お
弁
当
の
日

に
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
等

の
事
例
を
参
考
に
し
て
、
研
究
し

て
い
き
た
い
。
　

　
1
　
地
域
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

し
て
今
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後

の
課
題
は
。

　
市
長
　
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
れ
ま
で
本
庁
舎
等
で
取
り
扱
っ

て
き
た
業
務
を
年
々
加
え
、
地
域

の
皆
様
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。
今
後
の
取
り
扱
い
業
務

の
拡
充
に
つ
い
て
は
市
民
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、
必
要
な
業
務

に
つ
い
て
庁
内
で
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
1
　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
負

担
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
調
査
、

方
向
性
は
。

　
鷲
北
副
市
長
　
市
単
独
で
助
成

で
き
る
か
も
含
め
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
お
さ
む
ら
敏
明
（
自
由
民
主
党
）

　
1
　
過
去
五
カ
年
間
の
完
工
実

績
を
過
去
一
〇
カ
年
と
し
市
内
に

本
店
が
あ
る
こ
と
を
条
件
に
実
績

が
予
定
価
格
の
二
分
の
一
を
三
分

の
一
に
、
工
区
分
け
発
注
、
新
都

市
建
設
公
社
の
発
注
、
単
価
契
約

案
件
は
市
内
業
者
を
最
優
先
に
。

　
鷲
北
副
市
長
　
完
工
実
績
は
、

そ
の
趣
旨
に
沿
っ
た
形
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
財
務
部
長
　
工
区
分
け
は
、
よ

り
多
く
の
事
業
者
の
受
注
機
会
を
、

確
保
す
る
こ
と
、
単
価
契
約
は
、

実
績
要
件
を
緩
和
し
、
市
内
業
者

の
参
加
機
会
が
確
保
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
上
下
水
道
部
長
　
市
内
業
者
の

活
用
は
、
今
後
は
よ
り
積
極
的
な

活
用
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く
申

し
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
1
　
国
道
二
四
六
号
に
か
か
る

銀
河
歩
道
橋
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
し
、
安
全
対
策
を
図
れ
。

　
建
設
部
長
　
国
道
事
務
所
に
対

し
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
佐
藤
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　
1
　
核
兵
器
廃
絶
は
世
界
の
流

れ
に
な
っ
て
い
る
。
「
平
和
市
長

会
議
」
に
市
長
も
参
加
す
べ
き
。

　
政
策
経
営
部
長
　
平
和
市
長
会

議
へ
の
加
盟
状
況
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
町
田
市
も
加
盟
す
る
手
続

を
現
在
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
1
　
高
齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム

を
広
げ
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
健
康
部
長
　
一
〇
月

か
ら
境
川
団
地
を
モ
デ
ル
地
区
に

実
施
す
る
予
定
で
、
二
〇
一
〇
年

度
は
モ
デ
ル
地
区
を
拡
大
し
ま
す
。

　
1
　
木
曽
森
野
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
高
め
証
明
書
発
行
や
期
日
前

投
票
所
設
置
な
ど
利
便
性
を
図
る

べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
選
挙
管
理
委
員
長
　
期
日
前
投

票
所
の
増
設
は
、
全
市
的
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
て
行
い
た
い
。
　

　
市
民
部
長
　
木
曽
森
野
地
区
の

方
々
に
は
、
町
田
駅
前
連
絡
所
や

木
曽
山
崎
セ
ン
タ
ー
の
証
明
書
発

行
窓
口
を
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
若
林
章
喜
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　
1
　
忠
生
地
区
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
を
早
期
に
完
成
さ
せ
る
た
め
に

継
続
し
て
予
算
化
せ
よ
。

　
鷲
北
副
市
長
　
忠
生
地
区
の
諸

条
件
や
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え

て
、
施
設
コ
ン
セ
プ
ト
や
運
営
の

あ
り
方
に
つ
い
て
地
域
の
方
々
と

検
討
し
、
オ
ー
プ
ン
後
の
運
営
に

つ
い
て
も
地
域
と
の
協
働
を
進
め

る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
基
本
計

画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

　
1
　
今
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
・
薬
物
乱
用
に
つ
い
て
関
心
が

高
い
。
学
校
で
の
教
育
を
地
域
・

保
護
者
に
広
め
る
べ
き
だ
が
ど
う

か
。

　
教
育
長
　
規
範
教
育
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
各
家
庭
に
お
配
り
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
中
に
薬
物
乱

用
防
止
教
育
の
内
容
を
盛
り
込
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
1
　
石
阪
市
長
は
、
引
き
続
き

市
政
を
担
う
考
え
は
あ
る
か
。

　
市
長
　
引
き
続
き
町
田
市
政
の

た
め
に
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
。

「

弁

当

の

日

」

に

よ

る

食

育

実

践

を

入
札
参
加
者
資
格
要
件

の

緩

和

を

平
和
行
政
の
拡
充
を

も

と

め

る

忠

生

子

ど

も

セ

ン

タ

ー

の

完

成

は

　
熊
沢
あ
や
り
（
自
由
民
主
党
）

　
1
　
物
品
会
計
規
則
が
あ
る
が
、

規
則
に
の
っ
と
っ
て
運
営
で
き
て

い
る
か
。

　
会
計
管
理
者
　
よ
り
適
正
で
、

よ
り
効
率
的
な
物
品
管
理
が
で
き

る
よ
う
規
則
改
正
や
仕
組
み
作
り

を
し
ま
す
。

　
鷲
北
副
市
長
　
何
よ
り
大
切
な

の
は
、
規
則
を
職
員
が
理
解
し
て
、

実
行
し
て
い
く
と
い
う
部
分
だ
と

思
い
ま
す
。

　
1
　
市
内
の
農
業
を
守
る
た
め

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
認
定
農
業
者

が
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経

営
が
で
き
る
よ
う
積
極
的
な
支
援

を
し
て
い
き
ま
す
。

　
1
　
市
内
企
業
育
成
の
た
め
に

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
浜
副
市
長
　
商
工
会
議
所
が
実

施
す
る
各
種
の
事
業
に
つ
い
て
市

の
施
策
と
の
整
合
を
図
っ
て
お
り
、

両
者
が
一
体
と
な
っ
て
中
小
企
業

の
支
援
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
連

携
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
吉
村
こ
ず
え（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　
1
　
毎
週
木
曜
日
に
健
康
福
祉

会
館
一
階
で
開
設
の
障
が
い
者
（
含

認
知
症
・
有
病
者
）
歯
科
応

急
診
療
を
週
二
日
に
し
て
欲
し
い

と
の
声
に
ど
う
こ
た
え
る
の
か
。

　
今
後
、

利
用
者
の
声
を
聞
く
な
ど
し
て
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

　
1
　
自
殺
者
が
多
い
現
状
を
受

け
て
、
自
殺
予
防
対
策
に
市
と
し

て
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
。

　
い
き
い
き
健
康
部
長
　
市
は
、

自
殺
予
防
に
つ
い
て
地
域
住
民
へ

の
普
及
啓
発
な
ど
に
努
め
る
役
割

が
あ
り
ま
す
。
町
田
市
に
お
い
て

は
、
心
の
健
康
づ
く
り
に
関
し

て
、
健
康
講
座
や
健
康
相
談
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
提
供
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
1
　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

公
費
助
成
の
早
期
実
施
を
望
む
。

　
鷲
北
副
市
長
　
多
摩
地
区
二
六

市
で
今
年
度
中
に
公
費
補
助
を
実

施
す
る
市
は
三
市
あ
り
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

豊

か

な

町

田

に

障
が
い
者
歯
科
診
療
充

実

を

求

む

！

　
宮
坂
け
い
子
（
公
明
党
）

　
1
　
い
つ
ま
で
も
元
気
に
生
き

る
た
め
に
、
市
内
で
予
防
体
操
を

さ
れ
て
い
る
方
や
、
大
学
研
究
者

等
と
連
携
し
、
町
田
市
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
介
護
予
防
体
操
の
開
発
を
。

　
い
き
い
き
健
康
部
長
　
高
齢
者

が
身
近
な
と
こ
ろ
で
運
動
が
で
き

る
こ
と
は
大
変
重
要
だ
と
認
識
し

て
お
り
、
各
市
の
状
況
や
手
法
な

ど
を
調
査
し
、
研
究
し
ま
す
。

　
1
　
高
齢
者
の
急
病
時
の
救
命

活
動
に
生
か
す
た
め
の
救
急
医
療

情
報
セ
ッ
ト
の
配
布
を
求
め
る
。

　
い
き
い
き
健
康
部
長
　
実
施
し

て
い
る
他
市
の
事
例
を
調
査
研
究

し
ま
す
。

　
1
　
宿
泊
の
避
難
所
生
活
体
験

や
災
害
図
上
訓
練
で
防
災
強
化
を
。

　
市
長
　
避
難
所
生
活
体
験
は
、

災
害
時
に
お
け
る
避
難
生
活
と
地

域
防
災
力
の
向
上
に
役
立
つ
訓
練

と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

災
害
図
上
訓
練
は
、
町
の
防
災
の

課
題
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
訓
練

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
お
く
栄
一
（
公
明
党
）
　

　
1
　
耐
震
化
促
進
を
早
急
に
行

う
た
め
、
耐
震
改
修
工
事
等
へ
市

の
融
資
制
度
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
二
〇
〇
八

年
九
月
に
耐
震
化
助
成
制
度
の
見

直
し
を
行
い
、
利
用
件
数
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
当
面
は
現
制
度
の

運
用
を
行
い
、
融
資
制
度
な
ど
に

つ
い
て
も
、
研
究
し
た
い
。

　
1
　
体
験
型
交
通
安
全
教
室
を

小
・
中
・
高
の
生
徒
の
他
に
も
成

人
・
高
齢
者
に
も
促
進
を
。

　
建
設
部
長
　
成
人
の
も
の
が
抜

け
て
い
る
の
で
、
今
後
展
開
を
図

り
た
い
。
ま
た
、
小
中
学
生
や
高

齢
者
に
安
全
講
習
を
行
う
の
が
効

果
的
な
の
で
、
見
直
し
た
い
。

　
1
　
鶴
川
駅
前
公
共
施
設
に
対

し
、
地
元
の
声
が
よ
り
反
映
さ
れ

る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

　
市
長
　
基
本
設
計
は
市
民
参
加

で
策
定
し
た
基
本
計
画
に
則
し
て

進
め
ま
し
た
。
施
設
内
容
は
基
本

設
計
を
前
提
に
実
施
設
計
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
川
勝
斗
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）
 
 

　
1
　
生
ご
み
処
理
機
の
現
状
と

目
的
地
を
問
う
。

　
二
〇
〇
八
年

度
分
に
つ
い
て
は
、
個
人
、
グ
ル

ー
プ
、
大
型
生
ご
み
処
理
機
を
合

わ
せ
て
、
約
一
四
三
ト
ン
の
減
量

効
果
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
の
取
り
組
み
で
す
が
、
当
面
、

生
ご
み
処
理
機
の
普
及
を
進
め
、

課
題
等
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
再
資
源
化
の
手
法
は
廃
棄

物
減
量
等
推
進
委
員
会
で
検
討
中

で
す
の
で
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
さ
ら
な
る
資
源
化
を
進
め
た
い
。

　
1
　
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補

助
要
綱
を
実
態
調
査
を
踏
ま
え
て

改
正
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
二
〇
〇
八
年

度
と
二
〇
〇
九
年
度
に
補
助
し
た

も
の
に
つ
い
て
、
実
態
の
調
査
を

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
使
っ
て

い
な
い
方
が
い
れ
ば
、
こ
れ
は
補

助
要
件
に
合
致
し
ま
せ
ん
の
で
、

調
査
の
上
で
指
導
も
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
田
市
独
自
の
介
護

予

防

体

操

を

！

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

の

推

進

を

！

環

境

先

進

都

市

へ

生

ご

み

処

理

機

健康福祉会館

（2）平成21年（2009年）10月31日 No.174

　今回の定例会では、9月3日、4日、7日、8日の4日間
にわたり、28名の議員が市政を取り巻く諸問題について、
意見・提案をまじえながら、市長などの考えをただしま
した。
　質問、答弁の要旨は次のとおりです。

町田市議会だより


